


卒業おめでとうございます！
学びを自信に、踏み出す新たな一歩

３月13日（木）、令和６年度卒業式が東北福祉大学仙台駅東口キャンパスで挙行され、
90人が晴れの日を迎えました。

午後１時半、卒業式が開会。
国歌斉唱の後、千葉公慈学
校長から、卒業生総代の菱
沼美幸さんに卒業証書が手
渡されました。
続いて学業成績優秀者の表
彰。学校長賞には菱沼美幸さんが、努力賞には長森
野乃香さんと今野恵太さんがその功績を讃えられ、
表彰状と記念品が贈られました。

学校長からの式辞では、卒
業生のこれまでの頑張りに
ついての労いの言葉ととも
に、「このような時代だから
こそ皆さんの力が必要であ
り、志と真心がより大切に

なってくる。卒業という門出とともに、今後の新しい
出会いと皆さんのさらなる成長を期待している。小
さくても自身にできる大切なことを見つけてほしい」
と激励をいただきました。

また、宮城県看護協会の
石井幹子会長からは、
「長い道のりを志を持っ
て乗り越え、今日の日を
迎えた努力と研鑽に、心
からお祝いを述べると
ともに深く敬意を表します」と、温かい祝辞をいただ
きました。

ャン

その後、卒業生を代表して
今野恵太さんが謝辞を述
べました。振り返れば仕
事・家庭・勉学の両立への
不安を抱えての入学。必死
に学びを進める中で、自身
の成長を実感する場面も
ありました。家族や仲間の支えがあってこそ乗り越え
られた２年間…。卒業生や教員の胸に去来する思いも
ひとしおの様子でした。

式の終了後には、２グ
ループに分かれて一人
ひとりへの卒業証書授
与。遠藤副学校長・小野
寺教務主任から卒業証
書を受け取る表情は皆
明るく、達成感に満ちて
いました。
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東北福祉看護学校の歩みを振り返る東東

2006年11月　　開設準備室設置
　　　　　　　　　　東北福祉大学内に本校開設準備室設置

2008年４月　　東北福祉看護学校開校
　　　　　　　　　　東北福祉大学ステーションキャンパス内に開校

2010年３月　　初の卒業式挙行

2010年４月　　カリキュラム改正

2011年３月　　東日本大震災発災
　　　　　　　　　　校舎の一部損壊。卒業式中止
　　　　　　　　　　　在校生の安否確認に奔走する

2012年     　　　『履修登録生』制度スタート
　　　　　　　　　　卒業生に向けたフォローの充実を図る

2015年４月　　校舎移転
　　　　　　　　　　東北福祉大学仙台駅東口キャンパスに
　　　　　　　　　　校舎移転し利便性が高まる

2016年４月　　初めてのオープンキャンパス開催
　　　　　　　　　　本校での学びの体験および自分の目指す看護師像を
　　　　　　　　　　見直す機会として実施

2016年　　　　遠隔地での面接授業が始まる
　　　　　　　　　　東京（基礎看護学実習）
　　　　　　　　　　・盛岡市（母性看護学）にて実施

2017年　　　　公開セミナー『看護職のためのトライアップセミナー』開催

2018年４月　　就業年数が７年以上に
　　　　　　　　　　入学要件が就業年数10年以上から
　　　　　　　　　　７年以上に変更となる

2020年～　　　新型コロナウイルス感染症流行への対応
　　　　　　　　　　面接授業や見学等のオンデマンド授業導入
　　　　　　　　　　YouTubeによる配信授業のほか、GoogleMeetを
　　　　　　　　　　利用した双方向授業の実施

2023年４月　　カリキュラム改正

2024年７月　　2026年度からの学生の募集停止決定

2025年３月　　これまでの卒業生数が2,500名となる



前副学校長前副学校長

大場 信子大場 信子 先生先生

開設準備室当初から本校運営に尽力された
前副学校長・大場信子先生にこれまでの思い出と
メッセージをいただきました。

学校開校から17年…
本校では設立当時から、常に以下の６つの目標に沿っ
た運営を心掛けてきました。

　１．カリキュラムを構築し、教職員の人材確保
　２. 学生が計画された科目履修ができる
　３．国家試験合格率が全国平均に到達できる
　４．学生の定員確保に努める
　５．学内の事務業務体制の強化
　６．地域貢献に努める

これらの目標は学校運営の柱であり、拠り所でもあり
ました。2008年４月に250名の学生とスタートした本
校は、開校17年目の今年（2025年）３月までで2,500名の
卒業生を輩出し、その94.4％が看護師国家試験に合格
したとの成果を聞き、とても感慨深いものがあります。

開設準備期間は、１学年250名の学生が２年課程（通
信制）の学校に入学し看護師免許を取得するために、
実習先の交渉や学内演習室の確保等、クリアしなけれ
ばならない課題は山積みでした。「職場も年齢も多様
な学生」「教員も実習指導者も初めての通信制の教育」
に戸惑いましたが、放送大学宮城学習センター、宮城
県看護協会の協力と、在職した病院や学校での経験が
新しい出会いにつながり、解決の方向に進めることが
できました。
併せて、学校法人栴檀学園での開設は「学校のイメー
ジ、シンボル化」や、運営上欠かせない「「システムの構
築」「学校環境の整備」など、校舎の移転を含め大きな
利便性の確保につながりました。
この学校通信『Try! Up!』も、東日本各地に居住する学
生たちや医療・福祉の現場と学校とを繋ぐツールとし
て大切な役割を担ってきました。学校からの連絡事項
にとどまらず、学生の進学や実習に尽力いただいた医

療・福祉施設の看護部長・施設長の期待や配慮、入学し
た学生の思いや生活の様子、オープンキャンパスや学
校説明会では卒業生の姿など、その時々の学校の記録
にもなっています。

忘れられない出来事のひとつに、2011年３月の東日
本大震災があります。２回生の卒業式目前に未曽有
の災害に見舞われ、残念ながら殉職された学生もお
りました。
自分も被災者でありながら、緊急体制の職場に翻弄さ
れた生活の中で「自分は学生である」事を思い出し、学
校に電話をくれた学生が少しずつ我に返る様子を目
の当たりにし、「学校の存在が、学生の心の支えになれ
る」と確信しました。
まずは、自分の事情に合わせた生活の基盤づくりを優
先させ、学校に向けて気持ちが動き出してから学生生
活を考えるよう、また、講義などの学習時間にフラッ
シュバックに苦しむ学生には、しっかり寄り添うとい
うことを学校の方針として取り組みました。少しずつ
落ち着きを取り戻す時間の経過は、今でもはっきりと
覚えています。

2020年３月までの在職期間、私は多くの学生たちと出
会いました。
迷いながらでも入学することによってマインドが変
わる。自分がなりたい姿である「看護師」を目指して学
び続けていくと、「自分で考える力」がつき行動も変わ
り、別人かと思うような変化を感じることも多くあり
ました。
自分が分かるまで学ぶ体験ができたからこそであり、
これが入学の成果＝『財産』そのものだと思います。
これからも学び続け、看護にかかわる人生を送ってく
ださい。

Since2008




